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表紙写真の説明
　J-PARCハドロン実験ホール
では，30 GeVの1次陽子ビー
ムを金属標的に当てて発生す
るK中間子等の2次粒子ビー
ムを用いて，様々な素粒子原
子核物理実験が行われている．
標的から発生する大量の放射
線を遮蔽するため，1次ビー
ムラインは高さ10 mの厚いコ
ンクリート壁で囲まれている．
写真は，5年前に建屋が竣工
したばかりの実験ホールで，
機器類が搬入される前の状態
である．手前から奥に向かっ
て1次ビームが輸送され，一
番奥に見える四角い穴の向こ
うにビームダンプがある．標
的で生成された2次ビームは，
コンクリート壁の切れ目から
外側のフロアへと取り出され
る．
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